
十 和 田 か ら 函 館 ま で

  7月19日

 夜行 の疲れも取れ.清 々しい朝 をむかえた。 しとし とと小雨煙る臼だっ たが,私 達の心

ははずんでいた。遊覧船に乗れるか らだ。一年中美 しい水の色を呈する湖 を跳めることの,

素晴 しさは最高だった。始めは西湖か ら中山半島を次に御倉半 島を巡つていった。女性的

な美 しさから男性的な雄大さへ と次 々に,私 達 を魅了した。特に印象深 いのは 、中山崎に

あった見返 りの松である。,4も 目を閉 じれば思い出す ことが出来る。中湖の鳥帽子岩,五

色岩など,変 った岩を眺 め東湖を子 ノロへ出て船 を降 りた。十和田湖の水の美しさは,故

九条武子夫人が,「 浪汗の玉 をとかしてまだ足 らず,な にを秘めたるこの湖の色」 とよん

でおられるように ・それは私達によつても ・いっまで も忘れ られないも②だろう。十和田

湖 より流れる奥入瀬川の漢流美を,バ スの両側に感嘆 し な が ら  眺めていたが,っ い

にバスか ら降 りて,歩 きだした。全く素晴らしい景色だ。緑の中に岩や滝の数 々 ・・… 。

誰れ かが言っていた 「いっか素晴な人 と,こ の道 を歩 こう。」なん て。高くそびえる岩か

ら白いしぶきをあげて流れ落ちる。。男性的な滝,絹 糸の様 に細 く白 く美 しい女性的な滝,

細 々と静かに糸をひく年老いた滝.そ してバスの行 く手に は小 さな橋 があ りtそ こを渡る

ごとに,流 れ も 、滝もs右 に左にと変る。左右両側に公平に美を呈する奥 入瀬漢流である。

奥入瀬に名残 りを惜しみつつ,バ スは蔦温泉へ ξ向つた。そこで昼食 を取 り ・午後は又パ

スに乗 り 、八甲田連峰へ と走った。窓か らはいって くる冷気が肌をさし,っ いうとうとと

する私達を目ざめさせた。 この辺 りから木 々が変つた。松の針葉樹林 ・その間所 々に,白

樺 を思わせるダケカンバなど 。そしてそれ らの木 々の上の方'41ス キ ー客 の道 しるべらし

い三角の番号札が並んで いた。雪の十和田も是非訪れたいものだ,と 話 し合っ た。朝か ら

降っている雨の為か,あ た り0面 霧で,折 角の八甲田連峰 の頂上 も,辺 りの景色も,見 ら

れなかつた。 くやしまぎれに歌をうたっ ていたが,長 いバス道中,眠 る者が続出した。高

山植物園についた頃 は 。空も晴れ,気 分 も良かっ た。植物園 という人工美 より大 自然の美

に憧がれていた私達の目を,充 分に楽 しませてく汽 た。バスは四時半に青森に着 いた。北

海道への連絡船に乗る為に,二 時間程待つて,船 に乗 り込 んだ。 ドラの音 と共に赤青黄 の

テープがなげられるうちに 、船は桟橋を離れた。

 次才に遠 くなっていく本州の灯 を見っあていると,何 故か私達も感慨深 げになつた。船
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底で夕食を とり,し ばらくすると船 は揺れ出した。皆な寝 ころんだ り,雑 誌を読んだり,

歌声をは りあげた り,ト ラソブをした り・・b               '

 いっのまにか寝ていた者 も起き出して,十 時五〇分,船 は函館港にっ き,夢 にまで描 い

た憧れの北海道の土 を踏んだのである。港か らパスで二〇分,今 夜の宿である湯の川温泉

に着 いた。
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